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本
校
の
校
訓
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の

と
お
り
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
　

貫
徹
精
神
」
で
す
。
こ
れ
は
、
本
校
10
周

年
を
踏
ま
え
昭
和
43
年
の
「
英
語
科
」

設
置
と
と
も
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
教
訓
と
し
て
「
わ
が

友
よ
　
わ
れ
ら
学
ば
ん
　
わ
れ
ら
鍛
え

ん
　
わ
れ
ら
睦
ま
ん
」「
W
o
r
k 

H
a
r
d  

T
r
a
i
n 

H
a
r
d  

P
l
a
y 

H
a
r
d
」
も
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
「
わ
が
友
よ
〜
」
は
、

校
歌
の
一
〜
三
番
の
最
後
の
一
節
を
引

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
西
高
生
に
と
っ

て
は
、
重
要
な
言
葉
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
教
訓
を
体

現
す
る
取
組
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。

【
わ
れ
ら
学
ば
ん
】

　
年
明
け
、
１
月
14
・
15
日
に
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
私
自

身
、
西
高
生
と
し
て
、
三
十
数
年
前
に
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
生

方
が
必
死
に
傾
向
を
予
測
し
て
作
成
さ
れ

た
手
書
き
の
問
題
に
、
冬
休
み
の
補
習
で

毎
日
、
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
の
西
高
生
は
、
当
時
の
私
た
ち
以

上
に
、
平
日
の
早
朝
・
放
課
後
、
休
日

と
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
教
室
を
利
用
し
て

勉
強
し
て
い
る
姿
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
秋
以
降
の
週
末
は
補
習
や
模
擬
試

験
と
休
み
な
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
さ
に「
わ
れ
ら
学
ば
ん
」の
姿
勢
で
す
。

　
こ
の
冬
休
み
は
大
事
な
期
間
で
す
。

受
け
身
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
自
ら
時
間

管
理
を
し
な
が
ら
、
強
み
の
科
目
を
伸
ば

し
た
り
、
苦
手
科
目
の
底
上
げ
を
す
る
な

ど
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
わ
れ
ら
鍛
え
ん
】

　
一
部
の
部
活
動
で
は
、
こ
の
秋
ま
で

冬
の
選
手
権
や
選
抜
大
会
、
全
国
大
会

を
目
指
し
、
部
活
動
を
継
続
し
て
き
た

生
徒
た
ち
も
大
勢
い
ま
す
。
結
果
と
し

て
は
、
全
国
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
目
標
を
掲
げ
、
部
員
全
員

で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
、
流
し
た
涙
や
汗
は
、
絶
対

に
裏
切
り
ま
せ
ん
。
約
96
％
の
生
徒
が

部
活
動
に
所
属
し
、
ま
さ
に
「
わ
れ
ら

鍛
え
ん
」
と
し
て
、
心
と
身
体
を
鍛
え

て
き
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
動
部
と
し
て
の
最
後
は
、
サ
ッ

カ
ー
部
。
選
手
権
を
目
指
し
決
勝
ま
で

進
出
。惜
し
く
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

そ
の
試
合
の
ス
タ
ン
ド
は
、
西
高
・
国

際
中
高
の
生
徒
や
保
護
者
・
教
職
員
、

西
高
卒
業
生
や
関
係
者
が
大
勢
詰
め
か

け
、
一
つ
に
な
っ
て
応
援
す
る
姿
は
、

選
手
と
共
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
部
と
し
て
の
最
後
は
、
吹
奏
楽

部
。
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
四
国
大

会
ま
で
進
出
。金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

全
国
出
場
校
に
は
選
出
さ
れ
ず
悔
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
の

ご
褒
美
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
世
界
的
な
指
揮
者
で
あ
る
佐
渡
裕

氏
が
来
校
し
、
吹
奏
楽
部
の
レ
ッ
ス
ン

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
実
現

に
は
本
校
校
友
会
の
尽
力
に
よ
る
も
の

が
大
き
く
、
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

【
わ
れ
ら
睦
ま
ん
】

　
こ
の
４
月
か
ら
統
合
継
承
事
業
と
し

て
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
生
徒
た

ち
が
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
（
土
）
午
後
に
は
、
本
校

体
育
館
に
て
高
知
西
高
校
継
承
式
典
（
式

典
・
記
念
講
演
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
知
県
知
事
（
代
理
）
を
は
じ

め
県
議
会
議
員
、
旧
教
職
員
や
高
知
市
内

の
県
立
高
校
長
・
中
学
校
長
な
ど
大
勢
の

来
賓
と
、
高
知
西
高
校
校
友
会
・
国
際
交

流
推
進
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
本
校
卒
業

生
で
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
・
特
任
教

授
で
あ
る
西
森
秀
稔
氏
が
「
学
ぶ
と
い
う

こ
と
」
と
い
う
演
題
で
、ご
自
身
の
西
高
・

東
京
大
学
・
外
国
の
大
学
な
ど
で
の
学
び

や
研
究
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
講
師
を
含
め
大
勢
の
卒
業

生
と
現
役
生
徒
が
一
堂
に
集
い
、
ま
さ

に
「
わ
れ
ら
睦
ま
ん
」
と
し
て
、
継
承

式
典
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
知
西
と
い
う
校
名
は
３
月
末
日
ま

で
の
残
り
３
カ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、
高
知
国
際
へ
と
継
承
で
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
知
県
立
高
知
西
高
等
学
校

 

　
　
　教
頭

　
　野
中

　昭
良

高
知
県
立
高
知
西
高
等
学
校

 

　
　
　教
頭

　
　野
中

　昭
良

本
校「
教
訓
」の
実
践
!!

　

本
校「
教
訓
」の
実
践
!!
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●サッカー部
　第101回　全国高校サッカー選手権大会高知県大会　準優勝

●写真部
　令和４年度高知県高等学校総合文化祭写真部門
　　　奨励賞　　３－６　井関　亜莉晏

●美術部
　第２回HITA学生映像祭
　　　全国部門　瀬々賞　　３－２　濱﨑　優太

芸
術
の
秋
！

文
化
発
表
会

開
催
！

　

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
中
で
、
11
月
３
日

（
木
）
に
今
年
も
ユ
ニ
セ
フ
募
金
の
た
め
の
ふ
れ
あ

い
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
ま
た
、
今
年
は
南
中
高
に
も
物
品
の
提
供

を
し
て
い
た
だ
き
、
西
高
、
南
中
高
、
そ
し
て

国
際
中
高
と
合
同
で
の
取
り
組
み
が
で
き
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
の
準
備
の
お
か
げ

で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
ご
来
場
、
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
（
生
活
部
）

　

研
修
部
は
、
毎
年
進
路
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
11
月
12
日
（
土
）
14
時
〜
16

時
半
に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
保
護
者
36
名
、
生
徒
さ
ん
も

数
名
、
z
o
o
m
で
は
、
約
70
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
初
め
て
C
l
a
s
s
i

か
ら
質
問
を
募
り
、
例
年
よ
り
質

問
数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
る
べ
く
質
問
に
お
答
え
で
き
る

よ
う
に
と
思
い
ま
し
た
が
、
質
問
さ

れ
た
方
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
？
な
か
な
か
、
一
度
聞
い
た
だ
け

で
は
、
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と

は
、
是
非
、
学
校
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
子
供
が
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い

る
か
把
握
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
進
路
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

か
ら
、
沢
山
の
選
択
肢
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
進
路
の
枠
も
広
が
る
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
会
で
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
S
N
S
な
ど
で
情
報
を
入
手

し
て
、
保
護
者
も
進
路
に
関
し
て
勉

強
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
、
先
生
や
卒
業
生
、
保
護

者
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

進
路
講
習
会
（
研
修
部
）

研
修
部
　部
長

　
　
　
　品
原
　京
子
　

生
活
部
　部
長
　竹
本
　美
代
子

広報部
リサーチ
2022

１０
月
24
日
（
月
）
〜
２７
日
（
木
）
の
期
間
、
文
化

部
の
展
示
発
表
や
物
品
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

書道部

写真部

華道部 文芸部茶道部

美術部

被服部



※私立大学一般選抜の出願に関しては、各大学の入試要項で確認すること。12月中旬より開始されます。

６日間　冬期補習

２日間　冬期補習

全校集会

１～３限授業、４限学年集会および激励会
午後放課、試験会場下見

大学入学共通テスト１日目【地歴・公民、国語、英語】

大学入学共通テスト２日目【理科、数学】

１～３限自己採点、４限国公立大学２次試験出願説明会

面接週間

国公立２次対策補習［ 私大含む ］開始（２月21日（火）まで）

9：00 志願動向説明会

国公立大学２次出願開始（２月3日（金）まで）

12月21日（水）～12月28日（水）

１月５日（木）～１月６日（金）

１月10日（火）

１月13日（金）

１月14日（土）

１月15日（日）

１月16日（月）

１月17日（火）～１月20日（金）

１月19日（木）

１月20日（金）

１月23日（月）
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令
和
４
年
11
月
７
日
（
月
）
、
本
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に

お
い
て
、
世
界
的
指
揮
者
で
あ
る
佐
渡
裕
氏
に
よ
る
３
校

合
同
吹
奏
楽
部
特
別
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
高
知
西
高
等
学
校
統
合
事
業
の

一
環
と
し
て
、
高
知
西
校
友
会
が
企
画
し
て
い
く
中
で
、

吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
佐
渡
氏
へ
の
手
紙
を
契
機
に
、
賛
同

い
た
だ
い
た
佐
渡
氏
や
後
援
い
た
だ
い
た
高
知
北
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
本
校
校
友
会
の
支
援
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
休
憩
な
し
の
２
時
間
半
の
濃
密
な
レ
ッ
ス
ン

と
な
り
、「
曲
の
背
景
を
理
解
し
て
」「
カ
ウ
ン
ト
に
と
ら

わ
れ
な
い
で
」
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
的
確
な
、
熱
い
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
指
導
い
た
だ
い
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
ダ
ン
ス

パ
ー
ト
Ⅰ
」
と
「
校
歌
」
の
指
揮
を
し
て
い
た
だ
き
、
一
人

ひ
と
り
の
成
長
が
感
じ
取
れ
る
演
奏
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
高
知
西
高
校
、
高
知
国
際
中
学
校
・

高
校
の
生
徒
や
、
高
知
西
高
校
・
高
知
南
中
学
校
の
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
、
約
70
名
に
よ
る
楽
団
と
な
り
、
夢
の
よ
う
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
20
日
間
の
冬
休
み
の
計
画
（
勉
強
計
画
）
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
学
校
で
は
、

希
望
制
の
冬
期
補
習
を
8
日
間
実
施
し
ま
す
。
何
処
で
、
何
の
教
科
を
ど
れ
だ
け
追
い
込
む
の
か
は

一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
現
役
生
は
最
後
の
最
後
、
入
試
直
前
ま
で
成
績
を
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
受
験
開
始
へ
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
オ
ン
と
オ
フ
を
し
っ
か
り
切
り
替

え
、
勉
強
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
試
験
に
向
け
て
体
調
管
理
も
し
っ
か
り
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
４
日
（
金
）
に

ホ
ー
ム
デ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

世
界
的
指
揮
者

　佐
渡
裕
氏
来
校

三
校
合
同
吹
奏
楽
部

特
別
レ
ッ
ス
ン

　実
施
！高

知
西
高
等
学
校
進
路
指
導
部
長

　山
岡

　久
美

　最
後
の
最
後
ま
で

進
路
部
よ
り

校種 人数 内　　訳

大学

42 国公立

東京学芸大学 1 高知大学 14
京都工芸繊維大学 1 兵庫県立大学 3
大阪教育大学 1 県立広島大学 1
岡山大学 1 高知工科大学 9
広島大学 2 高知県立大学 9

73 私立

城西大学 1 追手門学院大学 1
帝京大学 1 関西大学 2
東京工科大学 1 関西外国語大学 6
日本体育大学 1 近畿大学 1
立教大学 1 関西学院大学 1
名古屋外国語大学 2 神戸学院大学 9
人間環境大学 1 神戸国際大学 1
大谷大学 1 神戸女子大学 1
京都外国語大学 3 神戸薬科大学 1
京都産業大学 5 武庫川大学 1
京都精華大学 1 就実大学 6
京都芸術大学 1 四国大学 1
立命館大学 1 徳島文理大学 1
同志社大学 1 四国学院大学 1
龍谷大学 5 松山大学 2
大阪芸術大学 1 高知リハビリテーション専門職大学 3
大阪国際大学 3 高知学園大学 4
大阪産業大学 1

短期大学 13 四国短期大学 1 高知学園短期大学 12

専門学校 6
東京総合美容専門学校 1 ESPエンタテイメント大阪専門学校 1
代々木アニメーション学院 1 龍馬デザイン・ビューティ専門学校 1
名古屋デザイン＆テクノロジー専門学校 1 近森病院附属看護学校 1

公務員 7

国家公務員 1 高知県庁 1
一般曹候補生 1 高知市役所 1
海上自衛官 1 佐川町立高北国民病院 1
高知県警 1

［進学］
■令和４年度 合格状況（12月13日現在）

今後の日程（進路関係）

ホ
ー
ム
デ
ー

３–３H　四国カルスト、三嶋神社

３–１H　新居緑地公園　

３–７H　グリーンパークほどの、中津渓谷、芋屋金次郎

３–４H　西南大規模公園体育館、入野海岸、ふるさと総合センター

３–２H　モネの庭、伊尾木洞、安芸広域公園、ヤ・シィパーク

３–５H　野市青少年体育館、土佐のくだもの畑

３–６H　モネの庭、田野町天日塩製塩体験施設、道の駅田野駅屋

※合格者は延べ人数



※私立大学一般選抜の出願に関しては、各大学の入試要項で確認すること。12月中旬より開始されます。

６日間　冬期補習

２日間　冬期補習

全校集会

１～３限授業、４限学年集会および激励会
午後放課、試験会場下見

大学入学共通テスト１日目【地歴・公民、国語、英語】

大学入学共通テスト２日目【理科、数学】

１～３限自己採点、４限国公立大学２次試験出願説明会

面接週間

国公立２次対策補習［ 私大含む ］開始（２月21日（火）まで）

9：00 志願動向説明会

国公立大学２次出願開始（２月3日（金）まで）

12月21日（水）～12月28日（水）

１月５日（木）～１月６日（金）

１月10日（火）

１月13日（金）

１月14日（土）

１月15日（日）

１月16日（月）

１月17日（火）～１月20日（金）

１月19日（木）

１月20日（金）

１月23日（月）
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令
和
４
年
11
月
７
日
（
月
）
、
本
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に

お
い
て
、
世
界
的
指
揮
者
で
あ
る
佐
渡
裕
氏
に
よ
る
３
校

合
同
吹
奏
楽
部
特
別
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
高
知
西
高
等
学
校
統
合
事
業
の

一
環
と
し
て
、
高
知
西
校
友
会
が
企
画
し
て
い
く
中
で
、

吹
奏
楽
部
員
に
よ
る
佐
渡
氏
へ
の
手
紙
を
契
機
に
、
賛
同

い
た
だ
い
た
佐
渡
氏
や
後
援
い
た
だ
い
た
高
知
北
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
本
校
校
友
会
の
支
援
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
休
憩
な
し
の
２
時
間
半
の
濃
密
な
レ
ッ
ス
ン

と
な
り
、「
曲
の
背
景
を
理
解
し
て
」「
カ
ウ
ン
ト
に
と
ら

わ
れ
な
い
で
」
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
的
確
な
、
熱
い
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
指
導
い
た
だ
い
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
ダ
ン
ス

パ
ー
ト
Ⅰ
」
と
「
校
歌
」
の
指
揮
を
し
て
い
た
だ
き
、
一
人

ひ
と
り
の
成
長
が
感
じ
取
れ
る
演
奏
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
高
知
西
高
校
、
高
知
国
際
中
学
校
・

高
校
の
生
徒
や
、
高
知
西
高
校
・
高
知
南
中
学
校
の
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
、
約
70
名
に
よ
る
楽
団
と
な
り
、
夢
の
よ
う
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
20
日
間
の
冬
休
み
の
計
画
（
勉
強
計
画
）
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
学
校
で
は
、

希
望
制
の
冬
期
補
習
を
8
日
間
実
施
し
ま
す
。
何
処
で
、
何
の
教
科
を
ど
れ
だ
け
追
い
込
む
の
か
は

一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
現
役
生
は
最
後
の
最
後
、
入
試
直
前
ま
で
成
績
を
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
受
験
開
始
へ
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
す
。
オ
ン
と
オ
フ
を
し
っ
か
り
切
り
替

え
、
勉
強
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
試
験
に
向
け
て
体
調
管
理
も
し
っ
か
り
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
４
日
（
金
）
に

ホ
ー
ム
デ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

世
界
的
指
揮
者

　佐
渡
裕
氏
来
校

三
校
合
同
吹
奏
楽
部

特
別
レ
ッ
ス
ン

　実
施
！高

知
西
高
等
学
校
進
路
指
導
部
長

　山
岡

　久
美

　最
後
の
最
後
ま
で

進
路
部
よ
り

校種 人数 内　　訳

大学

42 国公立

東京学芸大学 1 高知大学 14
京都工芸繊維大学 1 兵庫県立大学 3
大阪教育大学 1 県立広島大学 1
岡山大学 1 高知工科大学 9
広島大学 2 高知県立大学 9

73 私立

城西大学 1 追手門学院大学 1
帝京大学 1 関西大学 2
東京工科大学 1 関西外国語大学 6
日本体育大学 1 近畿大学 1
立教大学 1 関西学院大学 1
名古屋外国語大学 2 神戸学院大学 9
人間環境大学 1 神戸国際大学 1
大谷大学 1 神戸女子大学 1
京都外国語大学 3 神戸薬科大学 1
京都産業大学 5 武庫川大学 1
京都精華大学 1 就実大学 6
京都芸術大学 1 四国大学 1
立命館大学 1 徳島文理大学 1
同志社大学 1 四国学院大学 1
龍谷大学 5 松山大学 2
大阪芸術大学 1 高知リハビリテーション専門職大学 3
大阪国際大学 3 高知学園大学 4
大阪産業大学 1

短期大学 13 四国短期大学 1 高知学園短期大学 12

専門学校 6
東京総合美容専門学校 1 ESPエンタテイメント大阪専門学校 1
代々木アニメーション学院 1 龍馬デザイン・ビューティ専門学校 1
名古屋デザイン＆テクノロジー専門学校 1 近森病院附属看護学校 1

公務員 7

国家公務員 1 高知県庁 1
一般曹候補生 1 高知市役所 1
海上自衛官 1 佐川町立高北国民病院 1
高知県警 1

［進学］
■令和４年度 合格状況（12月13日現在）

今後の日程（進路関係）

ホ
ー
ム
デ
ー

３–３H　四国カルスト、三嶋神社

３–１H　新居緑地公園　

３–７H　グリーンパークほどの、中津渓谷、芋屋金次郎

３–４H　西南大規模公園体育館、入野海岸、ふるさと総合センター

３–２H　モネの庭、伊尾木洞、安芸広域公園、ヤ・シィパーク

３–５H　野市青少年体育館、土佐のくだもの畑

３–６H　モネの庭、田野町天日塩製塩体験施設、道の駅田野駅屋

※合格者は延べ人数
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本
校
の
校
訓
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の

と
お
り
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
　

貫
徹
精
神
」
で
す
。
こ
れ
は
、
本
校
10
周

年
を
踏
ま
え
昭
和
43
年
の
「
英
語
科
」

設
置
と
と
も
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
教
訓
と
し
て
「
わ
が

友
よ
　
わ
れ
ら
学
ば
ん
　
わ
れ
ら
鍛
え

ん
　
わ
れ
ら
睦
ま
ん
」「
W
o
r
k 

H
a
r
d  

T
r
a
i
n 

H
a
r
d  

P
l
a
y 

H
a
r
d
」
も
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
「
わ
が
友
よ
〜
」
は
、

校
歌
の
一
〜
三
番
の
最
後
の
一
節
を
引

用
し
た
も
の
で
あ
り
、
西
高
生
に
と
っ

て
は
、
重
要
な
言
葉
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
教
訓
を
体

現
す
る
取
組
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。

【
わ
れ
ら
学
ば
ん
】

　
年
明
け
、
１
月
14
・
15
日
に
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
私
自

身
、
西
高
生
と
し
て
、
三
十
数
年
前
に
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
生

方
が
必
死
に
傾
向
を
予
測
し
て
作
成
さ
れ

た
手
書
き
の
問
題
に
、
冬
休
み
の
補
習
で

毎
日
、
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
の
西
高
生
は
、
当
時
の
私
た
ち
以

上
に
、
平
日
の
早
朝
・
放
課
後
、
休
日

と
自
習
ス
ペ
ー
ス
や
教
室
を
利
用
し
て

勉
強
し
て
い
る
姿
が
目
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
秋
以
降
の
週
末
は
補
習
や
模
擬
試

験
と
休
み
な
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
さ
に「
わ
れ
ら
学
ば
ん
」の
姿
勢
で
す
。

　
こ
の
冬
休
み
は
大
事
な
期
間
で
す
。

受
け
身
の
学
び
だ
け
で
な
く
、
自
ら
時
間

管
理
を
し
な
が
ら
、
強
み
の
科
目
を
伸
ば

し
た
り
、
苦
手
科
目
の
底
上
げ
を
す
る
な

ど
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
わ
れ
ら
鍛
え
ん
】

　
一
部
の
部
活
動
で
は
、
こ
の
秋
ま
で

冬
の
選
手
権
や
選
抜
大
会
、
全
国
大
会

を
目
指
し
、
部
活
動
を
継
続
し
て
き
た

生
徒
た
ち
も
大
勢
い
ま
す
。
結
果
と
し

て
は
、
全
国
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
目
標
を
掲
げ
、
部
員
全
員

で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
、
流
し
た
涙
や
汗
は
、
絶
対

に
裏
切
り
ま
せ
ん
。
約
96
％
の
生
徒
が

部
活
動
に
所
属
し
、
ま
さ
に
「
わ
れ
ら

鍛
え
ん
」
と
し
て
、
心
と
身
体
を
鍛
え

て
き
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
運
動
部
と
し
て
の
最
後
は
、
サ
ッ

カ
ー
部
。
選
手
権
を
目
指
し
決
勝
ま
で

進
出
。惜
し
く
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

そ
の
試
合
の
ス
タ
ン
ド
は
、
西
高
・
国

際
中
高
の
生
徒
や
保
護
者
・
教
職
員
、

西
高
卒
業
生
や
関
係
者
が
大
勢
詰
め
か

け
、
一
つ
に
な
っ
て
応
援
す
る
姿
は
、

選
手
と
共
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
部
と
し
て
の
最
後
は
、
吹
奏
楽

部
。
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
四
国
大

会
ま
で
進
出
。金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

全
国
出
場
校
に
は
選
出
さ
れ
ず
悔
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
の

ご
褒
美
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
世
界
的
な
指
揮
者
で
あ
る
佐
渡
裕

氏
が
来
校
し
、
吹
奏
楽
部
の
レ
ッ
ス
ン

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
実
現

に
は
本
校
校
友
会
の
尽
力
に
よ
る
も
の

が
大
き
く
、
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

【
わ
れ
ら
睦
ま
ん
】

　
こ
の
４
月
か
ら
統
合
継
承
事
業
と
し

て
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
生
徒
た

ち
が
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
（
土
）
午
後
に
は
、
本
校

体
育
館
に
て
高
知
西
高
校
継
承
式
典
（
式

典
・
記
念
講
演
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
知
県
知
事
（
代
理
）
を
は
じ

め
県
議
会
議
員
、
旧
教
職
員
や
高
知
市
内

の
県
立
高
校
長
・
中
学
校
長
な
ど
大
勢
の

来
賓
と
、
高
知
西
高
校
校
友
会
・
国
際
交

流
推
進
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
本
校
卒
業

生
で
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
・
特
任
教

授
で
あ
る
西
森
秀
稔
氏
が
「
学
ぶ
と
い
う

こ
と
」
と
い
う
演
題
で
、ご
自
身
の
西
高
・

東
京
大
学
・
外
国
の
大
学
な
ど
で
の
学
び

や
研
究
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
講
師
を
含
め
大
勢
の
卒
業

生
と
現
役
生
徒
が
一
堂
に
集
い
、
ま
さ

に
「
わ
れ
ら
睦
ま
ん
」
と
し
て
、
継
承

式
典
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
知
西
と
い
う
校
名
は
３
月
末
日
ま

で
の
残
り
３
カ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
、
高
知
国
際
へ
と
継
承
で
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
知
県
立
高
知
西
高
等
学
校

 

　
　
　教
頭

　
　野
中

　昭
良

高
知
県
立
高
知
西
高
等
学
校

 

　
　
　教
頭

　
　野
中

　昭
良

本
校「
教
訓
」の
実
践
!!

　

本
校「
教
訓
」の
実
践
!!
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●サッカー部
　第101回　全国高校サッカー選手権大会高知県大会　準優勝

●写真部
　令和４年度高知県高等学校総合文化祭写真部門
　　　奨励賞　　３－６　井関　亜莉晏

●美術部
　第２回HITA学生映像祭
　　　全国部門　瀬々賞　　３－２　濱﨑　優太

芸
術
の
秋
！

文
化
発
表
会

開
催
！

　

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
の
中
で
、
11
月
３
日

（
木
）
に
今
年
も
ユ
ニ
セ
フ
募
金
の
た
め
の
ふ
れ
あ

い
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
ま
た
、
今
年
は
南
中
高
に
も
物
品
の
提
供

を
し
て
い
た
だ
き
、
西
高
、
南
中
高
、
そ
し
て

国
際
中
高
と
合
同
で
の
取
り
組
み
が
で
き
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
の
準
備
の
お
か
げ

で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
ご
来
場
、
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
（
生
活
部
）

　

研
修
部
は
、
毎
年
進
路
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
11
月
12
日
（
土
）
14
時
〜
16

時
半
に
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
保
護
者
36
名
、
生
徒
さ
ん
も

数
名
、
z
o
o
m
で
は
、
約
70
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
初
め
て
C
l
a
s
s
i

か
ら
質
問
を
募
り
、
例
年
よ
り
質

問
数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
る
べ
く
質
問
に
お
答
え
で
き
る

よ
う
に
と
思
い
ま
し
た
が
、
質
問
さ

れ
た
方
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
？
な
か
な
か
、
一
度
聞
い
た
だ
け

で
は
、
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と

は
、
是
非
、
学
校
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
子
供
が
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い

る
か
把
握
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
進
路
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

か
ら
、
沢
山
の
選
択
肢
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
進
路
の
枠
も
広
が
る
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
会
で
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
S
N
S
な
ど
で
情
報
を
入
手

し
て
、
保
護
者
も
進
路
に
関
し
て
勉

強
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
、
先
生
や
卒
業
生
、
保
護

者
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

進
路
講
習
会
（
研
修
部
）

研
修
部
　部
長

　
　
　
　品
原
　京
子
　

生
活
部
　部
長
　竹
本
　美
代
子

広報部
リサーチ
2022

１０
月
24
日
（
月
）
〜
２７
日
（
木
）
の
期
間
、
文
化

部
の
展
示
発
表
や
物
品
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

書道部

写真部

華道部 文芸部茶道部

美術部

被服部


